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私
た
ち
が
現
代
の
日
本
で
生
き
て
い
て
、

普
通
に
耳
に
す
る
音
楽
の
大
半
は
い
わ
ゆ
る

「
西
洋
音
楽
」
で
す
。
ド
レ
ミ
フ
ァ
の
音
階

と
ド
ミ
ソ
の
和
音
。
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
音
楽
も
、

店
先
で
聞
こ
え
て
く
る
エ
レ
ベ
ー
タ
音
楽
も
、

大
学
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
練
習
場
か
ら
聞
こ
え

て
く
る
音
も
、
基
本
的
に
は
こ
の
「
西
洋
音

楽
」
の
枠
か
ら
は
み
出
す
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
お
じ
い
さ
ん
が
謡
を
習
っ

て
い
る
と
か
、
ト
ル
コ
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
い
る
の
で
ト
ル
コ
音
楽

を
耳
に
す
る
、
と
い
っ
た
例
外
も
あ
る
で

し
ょ
う
が
、「
西
洋
音
楽
」
は
、
こ
の
極
東

の
島
国
で
も
、「
デ
フ
ァ
ク
ト
・
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」
と
し
て
、
あ
る
種
の
汎
用
性
を
持
っ
て

し
ま
っ
た
、
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

 

さ
て
、
こ
こ
か
ら
通
常
な
ら
、
日
本
が
わ

音
楽
の
東
と
西

ざ
わ
ざ
西
洋
音
楽
を
熱
心
に
受
容
し
た
こ
と

の
是
非
を
問
い
、
我
々
の
音
楽
文
化
の
根
無

し
草
的
空
虚
を
憂
う
、
と
い
っ
た
議
論
が
始

ま
り
そ
う
で
す
が
、
実
は
私
は
最
近
、
あ
ま

り
そ
う
い
う
気
に
な
り
ま
せ
ん
。
東
欧
の

国
々
に
通
っ
て
調
査
し
て
い
る
う
ち
に
、
音

楽
の
東
と
西
と
い
う

も
の
が
何
を
指
す
の

か
、
だ
ん
だ
ん
わ
か

ら
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
か
ら
で
す
。

 

た
と
え
ば
昨
年
の

末
に
出
か
け
た
の
は

ブ
ル
ガ
リ
ア
で
し

た
。
私
は
最
近
、
ブ

ル
ガ
リ
ア
の
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
音
楽
に
す
っ
か

り
魅
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
「
チ
ャ

ル
ガ
」
と
か
「
ポ
ッ

プ
フ
ォ
ー
ク
」
と
か

呼
ば
れ
る
音
楽
で
、

欧
米
の
ポ
ッ
プ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
基

本
語
彙
で
あ
る
ド
ラ

ム
ス
と
ベ
ー
ス
と
シ

ン
セ
サ
イ
ザ
ー
を
基

本
に
、
そ
こ
に
ブ
ル

ガ
リ
ア
の
民
俗
音
楽
の
色
を
添
え
た
も
の
で

す
が
、
派
手
な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
あ
か
ら
さ
ま

な
歌
詞
、
そ
し
て
凝
っ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・

ビ
デ
オ
な
ど
、
現
代
の
音
楽
文
化
の
縮
図
を

見
る
よ
う
で
興
味
が
尽
き
ま
せ
ん
。

 

首
都
ソ
フ
ィ
ア
で
、
テ
レ
ビ
や
ラ
イ
ブ
で

こ
の
「
チ
ャ
ル
ガ
」
を
堪
能
し
た
後
、
南
西

部
の
山
の
中
を
車
で
数
時
間
、
リ
ブ
ノ
ヴ
ォ

と
い
う
村
へ
。
村
と
い
っ
て
も
、
人
口
約

４
千
と
か
な
り
大
き
い
も
の
で
す
。
し
か
も
、

こ
の
村
は
ほ
ぼ
全
員
が
ポ
マ
ク
と
呼
ば
れ
る

人
々
で
、
言
葉
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
で
す
が
、

宗
教
は
イ
ス
ラ
ム
教
、
生
活
様
式
は
か
つ
て

の
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
そ

れ
を（
宗
教
的
な
部

分
は
別
と
し
て
）か

な
り
保
っ
て
い
る
、

と
言
わ
れ
ま
す
。
三

日
三
晩
続
く
結
婚
式

の
一
部
を
取
材
さ
せ

て
も
ら
っ
た
の
で
す

が
、
女
性
達
は
完
璧

な
イ
ス
ラ
ム
の
装
束

で
す
が
、
顔
だ
け
見

て
い
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
と
区
別
が
つ
き

ま
せ
ん
。
こ
の
人
々

が
結
婚
式
に
呼
ぶ
の

は
、
デ
ブ
レ
ン
と
い

う
別
の
村
に
住
む
ロ

マ（
ジ
プ
シ
ー
）の
楽

師
た
ち
。
編
成
は
、

３
本
の
ズ
ル
ナ
と
３

人
の
大
太
鼓
。
ズ
ル

ナ
と
い
う
の
は
、

チ
ャ
ル
メ
ラ
の
よ
う
な
ダ
ブ
ル
リ
ー
ド
楽
器

で
す
。
３
人
の
大
太
鼓
奏
者
は
、
肩
か
ら
太

鼓
を
下
げ
て
、
左
右
の
手
で
両
面
を
叩
き
ま

す
が
、
時
折
３
人
が
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を

組
ん
で
ぐ
る
ぐ
る
回
り
だ
し
た
り
し
て
、
な

か
な
か
の
見
物
で
す
。
彼
ら
は
、
結
婚
式
の

要
所
要
所
を
、
定
式
に
則
っ
て
様
々
な
曲
で

リ
ー
ド
し
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
の
音
楽
は
、
基

本
的
に
は
ド
レ
ミ
に
近
い
の
で
す
が
、
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
で
微
妙
に
音
が
低
か
っ
た
り
、
不

規
則
な
リ
ズ
ム
が
現
れ
た
り
し
て
、
オ
リ
エ

ン
ト
と
オ
ク
シ
デ
ン
ト
の
境
目
で
揺
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
「
西
洋
音
楽
」
な
の
か
否
か
。

あ
る
い
は
、
こ
の
演
奏
家
た
ち
に
と
っ
て
、

ま
た
そ
れ
を
聞
い
て
い
る
ポ
マ
ク
の
人
々
に

と
っ
て
、「
西
洋
音
楽
」
と
は
何
を
意
味
す

る
の
か
。

 

音
楽
に
つ
い
て
考
え
る
、
と
い
う
こ
と
を

突
き
詰
め
て
行
く
と
、
こ
の
よ
う
に
自
分
の

世
界
認
識
の
枠
組
み
を
直
接
揺
さ
ぶ
ら
れ
る

問
題
に
突
き
当
た
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
音

楽
学
」
と
い
う
専
門
分
野
を
持
つ
総
合
大
学

は
、
日
本
で
は
と
て
も
珍
し
い
の
で
す
が
、

阪
大
の
中
に
お
か
れ
た
音
楽
学
研
究
室
が
考

え
て
ゆ
く
べ
き
問
題
の
焦
点
は
、
こ
の
あ
た

り
に
あ
る
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

結婚式で歌うチャルガ歌手
（2007年８月）

ブルガリアのパーカッション奏者、
イヴァイロ（2009年12月）

ブルガリアで用いられる
ズルナの一例

リブノヴォの結婚式で（2009年12月）

Bulgaria
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Schedule─◇シンポジウム等

●第13回産研・第8回産業科学ナノテクノロジーセンター・
 第3回新産業創造物質基盤技術研究センター、
 第2回産研「ポストシリコン物質・デバイス創製基盤技術アライアンス」
 合同国際シンポジウム
 1月18日（月）〜19日（火）、関西空港会議場。
 問い合わせ先＝
 https://www.netroom.sanken.osaka-u.ac.jp/SYMPO2010/

●総合学術博物館第10回企画展　
 “漆”（JAPAN）の再発見　日本の近代化学の芽生え
 1月16日（土）〜3月20日（土）、総合学術博物館（待兼山修学館）。
 問い合わせ先＝総合学術博物館総務係（TEL06-6850-6715）
 http://www.museum.osaka-u.ac.jp

●Osaka Workshop on Digital Humanities 2010
 (デジタルヒューマニティーズ・ワークショップ2010)
 3月20日（土）〜22日（月・祝）、大阪大学大学院言語文化研究科。
 問い合わせ先＝医学部附属病院集中治療部・藤野裕士
 E-mail：dhw2010@lang.osaka-u.ac.jp

 毎年恒例の名誉教授会が11月27日（金）
リーガロイヤルホテル「ロイヤルホール」
で、名誉教授74人、名誉教授会から招待
された総長以下部局長ら27人が出席して
開催されました。
 本会世話人の鈴木胖名誉教授（工）の開
会挨拶、物故者追悼に続き、秋の叙勲受
章者の代表として池田信行名誉教授（理）
にご挨拶をいただきました。

 引き続き、中嶋英雄教授（産研）による、ナノからマクロサイズにわたる気
孔の形態を積極的に制御したポーラス金属の開発と活用について「ポーラス
材料の科学と応用」と題する講演の後、鷲田総長から大阪大学の近況につい
て報告がありました。
 名誉教授会終了後に行われた懇親会では、お互いの近況報告など旧交を温
めながら、終始和やかな雰囲気の中で懇談が行われ、最後に、新たに世話人
となられる芝哲夫名誉教授（理）の発声による万歳三唱により盛会のうちに終
了しました。

和やかに名誉教授会開催

•杉本宜昭特任講師、阿部真之准教授（工学研究科）
「2009 年 Foresight Institute Feynman Prize」受賞
•森田清三教授（工学研究科）「第15回2009年度榊特別賞」受賞
•山下弘巳教授（工学研究科）「光化学協会賞」受賞

受　賞 •村上伸也教授（歯学研究科）
「第95回アメリカ歯周病学会（AAP）学術大会
 R. EARL ROBINSON REGENERATION AWARD」受賞
•橋川智子助教（歯学研究科）
「8th Asian Pacific Society of Periodontology Meeting(APSP)
　Best Poster Award」受賞
•谷口直之教授（産業科学研究所）
「HUPO Distinguished Service Award」受賞

◉審良静男教授（免疫学フロンティア研究センター）
　文化功労者に決定　（p.9〜10に特集）

 毎年新春に、大阪大学、京都大学、神戸大学の三大学が連携して、各分野
における世界に通用する高度の人材を育成し、将来、関西の知的創造拠点を
形成することを目指して、国際シンポジウムを開催しています。
 本シンポジウムでは、新たな環境技術やクリーンエネルギーを創出するこ
とで将来のエネルギー・資源問題の解決につながり、自動車産業や化学産業
をはじめとする幅広い産業に貢献して未来を切り開く鍵として、バイオテク
ノロジーを取り上げます。そして、企業及び大学における活動を通して、地
球環境を守りながら社会を発展させていくための将来展望を議論していきた
いと思います。また、関西から三大学連携により世界の「知」を集積し、社
会への発信に取り組んでいきます。
【日時】平成22年１月20日（水）　10：00〜17：55

【場所】大阪国際会議場12Ｆ特別会議室（大阪市北区中之島５-３-51）
【参加登録】http://www.3univ.jp/

第３回神戸大学・京都大学・大阪大学連携シンポジウム
バイオテクノロジーによる持続可能な社会の構築

講演を行う中嶋英雄教授（産業科学研究所）

名誉教授会世話人と歴代総長による万歳の三唱＝写真左から、宮原秀夫前総長、鷲田清一総長、
芝哲夫名誉教授（理）、鈴木胖名誉教授（工）、金森順次郎元総長、熊谷信昭元総長

昨年のシンポジウム風景
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　第９回大阪大学フォーラム「東南アジア
における日本語・日本文化教育の21世紀
的展望：東南アジア諸国と日本の新たな教
育研究ネットワークの構築を目指して」を
11月３日（火）、４日（水）、クアラルンプー
ル（マレーシア）で開催しました。大阪外国
語大学との統合の成果を示し、国際社会と
の連携を模索するのが狙いで、マレーシア
政府の全面的な協力のもと、マレーシア教
育省との共催で、鷲田清一総長、辻毅一郎
理事・副学長が出席しました。
　初日は、日本語・日本文化の最近の研究
成果についての講演とマレーシアと日本に
おける日本語・日本文化教育の現状と課題
について報告が行われました。２日目は、

午前中に日本語研究、日本語教育、日本文
化の３分科会にわかれての研究発表とそれ
に基づく討論があり、午後には、全体会議
がパネルディスカッションの形式で行われ
ました。
　今回のフォーラムには、開催地のマレー
シアに加え、タイ、ベトナム、フィリピン、
インドネシア、シンガポール、インドの各
国から、いずれも主要大学で日本語・日本
文化の教育研究に従事している研究者19
名がパネリスト・発表者として参加しまし
た。また、本学からは日本語・日本文化教
育に関係する教員31名と院生18名が参加
しました。延べ400名を超える聴衆は、大
半が大学等の教育機関で日本語を教えた

第9回大阪大学フォーラムを
クアラルンプール （マレーシア）で開催

り、日本文化を研究しており、開催地のマ
レーシアはもちろんASEAN諸国や日本か
らも数多くの参加者がありました。
　この地域では、数十大学、数百の中学
校・高等学校で日本語を教育している国が
珍しくありません。しかし、多数の外国人
専門家が一堂に会し、日本語や日本文化に
関する学術的な話題を相手が日本人ではな
く、外国人同士が日本語で議論し、それを
何百という外国人が聴くという姿は、日本
語を教える者にも強く印象に残るフォーラ
ムとなりました。
　この分野の外国人研究者は、言うまでも
なく日本との結びつきが強く、また、本学
と長年の交流がある人も少なくありませ
ん。しかし、彼ら自身の間の交流は意外と
希薄で、今回の邂逅を奇縁に、相互交流も
盛んになると思われます。東南アジア地域
に、日本語・日本文化の教育研究を核とす
る研究者同士あるいは大学間の協力、連携
を構築する機運が生まれたのです。そして、
近い将来、その中枢に本学も加わり、この
地域の学術、教育活動において新たな国際
貢献が期待できるようになったのが最大の
成果であると言えるでしょう。

　「21世紀の懐徳堂プロジェクト」とは、
街中に大人の知的好奇心と学習意欲を満た
す場をつくろうというものです。市民の自
発性をエネルギーに、大阪にかつてあった
学問所「懐徳堂」の精神を現代に復活させ
るプロジェクトです。
　「自分たちが暮らす地域の発展のために、
自ら学びの場をつくり、自ら学び、自らの
地域に還元する」という懐徳堂の精神を再
び蘇らせることで「文化立都」としての大
阪を再構築することをめざしています。
　大阪大学は、大阪大学21世紀懐徳堂を
窓口として大阪市、㈶大阪21世紀協会と
連携し、中之島講座のように広く参加して
いただける取り組みを行うことにより、こ
の潮流をさらに大きなものにしていくため
働きかけていきます。

コラボレーション （協働）による学びの場づくり
─「21世紀の懐徳堂プロジェクト」が動き出しました

「21世紀の懐徳堂プロジェクト」に共に取り組む、（左から）
平松邦夫大阪市長、鷲田清一大阪大学総長、堀井良殷大阪21
世紀協会理事長、江弘毅（株）140B取締役編集責任者

大阪大学
未来基金（大学）

下記までお気軽にお問い合わせください。

大阪大学 基金事務室
◉TEL：06-6879-8327　◉FAX：06-6879-4337
◉E-mail：kikin@ns.jim.osaka-u.ac.jp
http://www.osaka-u.ac.jp/kikin/

大阪大学の
教育・研究等事業にご支援を！

パネルディスカッション形式で行われた全体会議

記念品の贈呈をする鷲田総長（右）

分科会で行われた研究発表

構想を語る鷲田総長
（中央）

鷲田清一総長によって行われた開会挨拶




